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2023 年 8 月 1 日 

設計・製造支援アプリケーションのためのソフトウェア開発実行環境 

MZ Platform 

Release Note  = Version: 4.0 = 

連絡先 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 

MZプラットフォームユーザー会 

E メールアドレス：mzsupport-ml@aist.go.jp 
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リリース 内容 追加付属資料 

Ver.1.0 2004/06/30 初回配布 ・Component 開発ガイド 
・Application 開発ガイド 
・工程管理システムマニュアル 
・サンプルアプリケーションマニュアル 
・インストールガイド 
・チュートリアル集 

Ver.1.1 2004/12/08 ◇機能改善 
・コンポーネント機能改善 
・複合コンポーネント改善 
・新規コンポーネント追加 
・AP 構築操作性向上 
・帳票出力機能改善 
・バーコード出力機能追加 
◇バグ FIX 

・コンポーネント開発ガイド(Component
開発ガイドより名称変更) 

・ ア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発 ガ イ ド
(Application 開発ガイドより名称変更) 

Ver.1.2 2005/04/01 ◇機能改善 
・コンポーネント機能改善 
・コメント機能追加 
・マルチウィンドウ化 
・コピー機能追加 
・メニュー階層変更 
・新規コンポーネント追加 
・AP 構築操作性向上 
・GUI 属性設定改善 
・データ連携簡素版追加 
◇バグ FIX 

・アプリケーションビルダー操作説明書
（アプリケーション開発ガイドより名称
変更） 

・詳細設定説明書 
・コンポーネントリファレンス 
・FAQ 
・サンプル集 
・コンポーネント別記述先ドキュメント対
応表 

・ドキュメントインデックス 
・チュートリアル集の再構成 

Ver.1.3 2005/09/30 ◇機能改善 
・画面編集操作性改善 
・パスワードロック機能追加 
・デバッグ機能追加 
・GUI コンポーネント改修 
・AP ライセンス機能 
◇バグ FIX 

・デバッガ操作説明書 
・チュートリアル集の拡充 

Ver.1.4 2006/01/31 ◇機能改善 
・プラットフォーム基幹 
・新規コンポーネント追加 
・GUI コンポーネント改修 
・XML 入出力機能改修 
・外部参照機能追加 
◇バグ FIX 

・チュートリアル集の拡充 
・サンプル集の拡充 

Ver.1.5 2006/08/28 ◇機能改善・バグ FIX 
・ビルダー操作性向上 
・入出力機能改修 
・例外処理改修 

・工程管理システム導入マニュアル(工程
管理システムマニュアルより名称変更) 

・工程管理システム操作マニュアル 
・チュートリアル集の拡充 
・サンプル集の拡充 

Ver.1.6 2007/03/30 ◇機能改善・バグ FIX 
・XML 入出力機能改修 
・プラットフォーム基幹 
・コンポーネント改修 
・アプリケーション改修 等 

・工程管理システム操作マニュアル更新 
・新規コンポーネント作成手順マニュアル 

Ver.2.0 2007/10/12 ◇機能改善・バグ FIX 
・標準データ形式変更(XML) 
・XML 入出力機能改修 
・プラットフォーム基幹 
・ビルダー操作性向上 
・データ連携機能改修 
・3D フレームワーク改修 
・新規コンポーネント追加 
・コンポーネント改修  等 

・機能追加・更新にあわせ各資料の記述を
更新 
・ドキュメントインデックス、コンポーネ
ントリファレンスを html 化 
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リリース 内容 追加付属資料 

Ver.2.1 2008/04/11 ◇機能改善・バグ FIX 
・グラフ機能拡張 
・データ連携機能改修 
・プラットフォーム基幹 
・コンポーネント改修 

・機能追加・更新にあわせ各資料の記述を
更新 
・サンプル集を追加 

Ver.2.2 2008/11/14 ◇機能改善・バグ FIX 
・ビルダー操作性向上 
・プラットフォーム基幹 
・コンポーネント改修 
・データ連携機能改修 
・Java 環境変更ツール追加 

・機能追加・更新にあわせ各資料の記述を
更新 
・サンプル集を追加 
 

Ver.2.3 2009/4/23 ◇機能改善・バグ FIX 
・ビルダー操作性向上 
・プラットフォーム基幹 
・コンポーネント改修 
・データ連携機能改修 
・バイナリ形式アプリケーション
データ変換ツール追加 

・機能追加・更新にあわせ各資料の記述を
更新 
 

Ver.2.4 2009/11/6 ◇機能改善・バグ FIX 
・ビルダー操作性向上 
・プラットフォーム基幹 
・コンポーネント改修 
・帳票機能改修 
・サンプルアプリケーション追加
（金型履歴管理サンプルアプリケ
ーション、勤務時間計算サンプ
ル） 

・機能追加・更新にあわせ各資料の記述を
更新 
・追加サンプルアプリケーションの説明書
を追加 
 
 

Ver.2.5 2010/5/10 ◇機能改善・バグ FIX 
・ビルダー操作性向上 
・プラットフォーム基幹 
・コンポーネント改修 
・アプリケーション合成ツール追
加 
・帳票機能改修 
・サンプルアプリケーション追加
（テーブルデータ操作、音声録音
再生） 

・機能追加・更新にあわせ各資料の記述を
更新 
・アプリケーション合成ツール操作説明書
を追加 
・追加サンプルアプリケーションの説明書
を追加 
 
 

Ver.2.6 2010/11/30 ◇機能改善・バグ FIX 
・プラットフォーム基幹 
・ビルダー操作性向上 
・コンポーネント改修 
・コンポーネント追加（線形計画
法、Excel ファイルアクセス） 
・サンプルアプリケーション追加
（Excel ファイルアクセス、デー
タベースアクセス_4、テーブル日
付データ文字列変換） 

・機能追加・更新にあわせ各資料の記述を
更新 
・追加サンプルアプリケーションの説明書
を追加 
 

Ver.2.7 2011/6/10 ◇機能改善・バグ FIX 
・プラットフォーム基幹 
・ビルダー操作性向上 
・コンポーネント改修 
・帳票機能改修 
・コンポーネント追加（ネットワ
ーク接続、メール情報格納変数、
POP3 メール受信、SMTP メール
送信、フォント格納変数、位置格
納変数） 
・サンプルアプリケーション追加
（シリアル通信バーコード、シリ
アル通信ターミナル、メール送
信、メール受信、NTP サーバ日
時取得） 

・機能追加・更新にあわせ各資料の記述を
更新 
・追加サンプルアプリケーションの説明書
を追加 
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リリース 内容 追加付属資料 

Ver.2.8 2011/12/9 ◇機能改善・バグ FIX 
・ビルダー操作性向上 
・プラットフォーム基幹 
・コンポーネント改修 

・機能追加・更新にあわせ各資料の記述を
更新 

Ver.2.9 2012/6/15 ◇機能改善・バグ FIX 
・ビルダー操作性向上 
・プラットフォーム基幹 
・コンポーネント改修 

・機能追加・更新にあわせ各資料の記述を
更新 

Ver.2.10 2012/12/21 ◇機能改善・バグ FIX 
・ビルダー操作性向上 
・プラットフォーム基幹 
・コンポーネント改修 

・機能追加・更新にあわせ各資料の記述を
更新 

Ver.3.0 2013/6/28 ◇機能改善・バグ FIX 
・Web アプリケーション作成機
能を正式公開 
・プラットフォーム基幹 
・ビルダー操作性向上 
・コンポーネント改修 

・機能追加・更新にあわせ各資料の記述を
更新 

Ver.3.1 2013/12/13 ◇機能改善・バグ FIX 
・プラットフォーム基幹 
・ビルダー操作性向上 
・コンポーネント改修 

・機能追加・更新にあわせ各資料の記述を
更新 

Ver.3.2 2014/7/18 機能改善・バグ FIX 
・プラットフォーム基幹 
・ビルダー操作性向上 
・Web アプリケーション機能改
修 
・コンポーネント改修 
・チュートリアル追加（金型履歴
管理システム） 

・機能追加・更新にあわせ各資料の記述を
更新 
・金型履歴管理システム作成手順書（チュ
ートリアル）を追加 

Ver.3.3 2014/12/12 ◇機能改善・バグ FIX 
・プラットフォーム基幹 
・ビルダー操作性向上 
・Web アプリケーション機能改
修 
・コンポーネント改修 
・アプリケーション追加（ガス浸
炭焼入変形予測テンプレート、高
周波焼入変形予測テンプレート） 

・機能追加・更新にあわせ各資料の記述を
更新 

Ver.3.4 2015/9/30 ◇機能改善・バグ FIX 
・プラットフォーム基幹 
・ビルダー操作性向上 
・コンポーネント改修 

・機能追加・更新にあわせ各資料の記述を
更新 

Ver.3.5 2016/11/28 ◇機能改善・バグ FIX 
・プラットフォーム基幹 
・ビルダー操作性向上 
・コンポーネント改修 

・機能追加・更新にあわせ各資料の記述を
更新 

Ver.3.6 2017/11/30 ◇機能改善・バグ FIX 
・プラットフォーム基幹 
・ビルダー操作性向上 
・コンポーネント改修 

・機能追加・更新にあわせ各資料の記述を
更新 

Ver.4.0 2023/5/8 ◇機能改善・バグ FIX 
・プラットフォーム基幹 
・ビルダー操作性向上 
・コンポーネント改修 

・機能追加・更新にあわせ各資料の記述を
更新 
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機能改善 

◇プラットフォーム基幹 

1) Java 環境 
・ バンドルする Java 実行環境を Liberica JDK 8 (Full JRE8u362)に変更。後述

の互換性の項の記載事項に注意。 

2) Jar ファイル保存フォルダ 
・ JDBCドライバ等、従来 Java実行環境に配備する必要のあった Jarファイルを、

MZ Platform インストールフォルダ配下の jars/ext へ配備して利用できるよう

に機能拡張。 
 

◇コンポーネント改修 

1) エクセル連携 
・ 使用ライブラリ Apache POI の 5.2.3 へのバージョンアップに伴い、メソッドを

追加 

2) 散布図 
・ 縦軸と横軸に日付を指定できるように機能拡張 

3) データベースアクセス 
・ JDBC-ODBC ブリッジ（Java では既に廃止）を使用しないでエクセルとのデー

タベース連携を行えるように機能修正 
・ Microsoft Access データへのデータベース連携機能を廃止1 

4) ネットワーク図 
・ ノードのグループ化機能追加 
 

不具合修正 

◇アプリケーションビルダー 

1) コンポーネント属性情報ダイアログ 
・ 場合によってテキスト属性に設定した改行文字が失われる不具合を解消 

 

◇コンポーネント改修 

1) イメージビューワー 
・ 透過画像を設定して保存したとき、透過部分が塗りつぶされる不具合を修正 

2) 帳票 
・ 透過画像を帳票イメージ要素に設定して保存したとき、透過部分が塗りつぶさ

れる不具合を修正 
 

 
1 MZ Platform 3.6 以前をインストールしてあれば、設定によって利用可能。詳細は、「詳細設定説明書」の
「3.1.26 JdbcOdbcBridge」を参照のこと。 
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制限事項 

◇アプリケーションビルダー 

1) XML 入出力機能 [Since : Version 1.6] 

XML 入出力機能で出力される XML ファイルの文字コードは UTF-16LE です（シ

フト JIS コード(Version 1.5 まで)より変更）。 

2) 矩形分割配置の分割数設定 [Since : Version 1.0] 

矩形分割配置の分割数の設定は、『画面配置設定』画面では設定できません。コン

ポーネントの設定機能（設定可能実行モードなど）によって設定してください。 

3) 日本語コンポーネント一覧ファイル [Since : Version 1.6] 

日本語のコンポーネント一覧ファイル（PlatformComponents_ja.ini）は、

UTF-16LE にて提供します（シフト JIS コード(Version 1.5 まで)より変更）。 

4) キーボードショートカット [Since : Version 2.8] 

操作の手順により、キーボードショートカットが動作しない場合があります。 

 

◇コンポーネント 

1) 3D ビューワーのウィンドウサイズ変更時のルーラー／ガイド軸表示 [Since : 

Version 1.0] 

ウィンドウサイズを変更した時、ルーラー、ガイド軸の表示位置が正しくないこと

があります。この場合、ウィンドウサイズを変更したり、ルーラーを再度表示設定

したりすることにより、正しい位置に再表示されます。 

2) 散布図の関数描画機能 [Since : Version 2.1] 

数値軸の表示を対数表示に設定した場合、値が 0 以下になる関数を設定するとグラ

フが切れて表示される場合があります。 

3) 3D ビューワーの動作 [Since : Version 3.4] 

Windows 10 以降において、MZ Platform Windows 64bit 版を使用時に、3D ビュ

ーワーが正常に動作しない場合があります。 

 

互換性 

◇アプリケーションの互換性 

1) プラットフォームで作成したアプリケーションデータは旧バージョンのプラット

フォームで読み込めない場合があります。 

2)  異なるバージョンの Java 環境（JRE）で起動したプラットフォーム間では、作成

したアプリケーションのバイナリデータ(拡張子 mzas、mzcs)を互いに読み込むこ

とができません。XML データ(拡張子 mzax、mzcx)として保存及び読み込みをし

てください。また XML データであっても、そのデータを保存した際の Java 環境

よりも以前のバージョンの Java 環境で起動したプラットフォームでは正しく読み

込みができない場合があります。 

以上 


